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To let students take a positive attitude toward the context of second language 
acquisition, it is important to understand their learning motivations. In this study, we 
investigated the motives, manner, mentality, interest, and difficulties of learning 
Chinese from university students in Japan. This study makes an attempt to collect 
data for learning Chinese language at a Japanese university. It discusses cultural and 
linguistic diversity on second language acquisition. In particular, this study used an 
opinion poll on learning intent of 165 male students and 163 female students. We gave 
each student five questions. Based on the results, we tried to clarify the rationale of 
studying Chinese from Japanese university students. Most of the students showed 
interest in Chinese culture, lifestyle,  economy, economic development, and so on. 
Furthermore, the results were analyzed from the standpoint of gender. It examined 
similarities and differences in learning Chinese s motives between male and female 
Japanese students. The research of this field will be very important today in order to 
promote initiative and durability of students in  Chinese language education. We 























ついて調査と研究が行なわれたことがある。例えば、中国の学者   （1995:12）は外国
人留学生の中国語の学習目的について、職業目的、職業工具目的、学術目的、教育を受け
る目的、そして他の目的、の５種類に分類した。王志剛等（2004:67-78）は因子文析法を
















実施時期： 2012 年 1 月、2012 年 10 月 
実施場所：金沢大学、富山大学、神奈川大学、東京理科大学、東京工科大学  
回収数：   日本 328 名（男性 165、女性 163） 
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       2.2．アンケートの配布と回収 
調査の際、中国語を学習しているクラスをランダムに選択する。選んだクラスの全員が
調査に参加する。第１回の調査は 2012 年 1 月に実施された。場所は東京理科大学、金沢大
学、富山大学、神奈川大学である。回収したアンケートの回答数は全部で 160 部、有効な
回答は 155 部であり、有効率は 96.88％である。第２回は 2012 年 10 月に行ない、回収した
アンケートは全部で 180 部である。有効回答数は 173 部であり、有効率は 96.11％である。
場所は東京工科大学、金沢大学、富山大学、神奈川大学である。この２回の調査対象者数
は 328 人であり、その内、男子学生 165 人、女子学生 163 人である。学習レベルは、初級

























学習目的 人数 ％ 序列 
1� HSK（中国語水準試験）あるいは中国語検定試験に合格するために� 61 18.6% 10 
2� 中国語の特別訓練の資格証明書を取るために� 20 6.1% 20 
3.�中国の大学に留学するための準備として� 21 6.4% 19 
4.もっと良い仕事を見つけるために� 113 34.5% 4 
5.�将来仕事で昇進の機会を増やすために� 141 43.0% 2 
6.�専門知識が理解しやすくなるように� 47 14.3% 13 
7.�勤めている会社や企業の要求を満たすために� 52 15.9% 12 
8. 中国の文化・習慣・芸術及び中国語に対する興味を満足するために� 98 29.9% 6 
9. 親や友達の要求を満たすために� 14 4.3% 22 
10.中国へ旅行しやすくするために� 137 41.8% 3 
11.中国語を話している人と交流し、もっと友達を作りやすくするために� 107 32.6% 5 
12. 中国のテレビ・映画・劇及び歌を観賞しやすくするために� 62 18.9% 9 
13. 中国の古典小説・現代小説・雑誌を観賞しやすくするために�� 27 8.2% 18 
14. 中国のニュースや新聞を読み取れるように� 43 13.1% 14 
15. 中国の人々の生活を了解しやすくするために� 68 20.7% 7 
16. 中国の歴史を了解しやすくするために� 42 12.8% 15 
17. 中国人になりたいために 11 3.4% 23 
18. もっと自分の知識や教養を人に見せるために� 53 16.2% 11 
19. 自分の自尊心を満足させるため� 31 9.5% 17 
20.自分の好奇心を満足させ、新知識を探査する需要のため 65 19.8% 8 
21. 自我価値を体現するため� 34 10.4% 16 
22� 中国人達のように考えや行動するために� 16 4.9% 21 
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1� HSK（中国語水準試験）あるいは中国語検定試験に合格するために� 31 19.0% 9 30 18.2% 9 
2� 中国語の特別訓練の資格証明書を取るために� 17 10.4% 15 3 1.8% 20 
3.�中国の大学に留学するための準備として� 10 6.1% 16 11 6.7% 16 
4.もっと良い仕事を見つけるために� 58 35.6% 4 55 33.3% 4 
5.�将来仕事で昇進の機会を増やすために� 73 44.8% 2 68 41.2% 2 
6.�専門知識が理解しやすくなるように� 21 12.9% 11 26 15.8% 11 
7.�勤めている会社や企業の要求を満たすために� 25 15.3% 10 27 16.4% 10 
8. 中国の文化・習慣・芸術及び中国語に対する興味を満足するために� 55 33.7% 5 43 26.1% 5 
9. 親や友達の要求を満たすために� 7 4.3% 17 7 4.2% 18 
10.中国へ旅行しやすくするために� 77 47.2% 1 60 36.4% 3 
11.中国語を話している人と交流し、もっと友達を作りやすくするために� 70 42.9% 3 37 22.4% 6 
12. 中国のテレビ・映画・劇及び歌を観賞しやすくするために� 38 23.3% 7 24 14.5% 12 
13. 中国の古典小説・現代小説・雑誌を観賞しやすくするために�� 18 11.0% 14 9 5.5% 17 
14. 中国のニュースや新聞を読み取れるように� 20 12.3% 12 23 13.9% 13 
15. 中国の人々の生活を了解しやすくするために� 41 25.2% 6 27 16.4% 10 
16. 中国の歴史を了解しやすくするために� 19 11.7% 13 23 13.9% 13 
17. 中国人になりたいために 6 3.7% 18 5 3.0% 19 
18. もっと自分の知識や教養を人に見せるために� 21 12.9% 11 32 19.4% 7 
19. 自分の自尊心を満足させるため� 20 12.3% 12 11 6.7% 16 
20.自分の好奇心を満足させ、新知識を探査する需要のため 34 20.9% 8 31 18.8% 8 
21. 自我価値を体現するため� 21 12.9% 11 13 7.9% 14 
22� 中国人達のように考えや行動するために� 4 2.5% 17 12 7.3% 15 
23� 単位を取るために� 70 42.9% 3 99 60.0% 1 
  
  質問２「あなたは中国語について何を勉強したいですか」への回答は表 3にまとめてある。
総人数から見ると、日本人大学生は会話を勉強したいという比率が一番高い（67.7%）。二





％ 男 子 人
数 
％ 総比率 序列 
1� 日常会話、会話表現、会話能力、各種場面の会話 123 75.5% 99 60.0% 67.7% 1 
2� 発音、聞く能力 12 7.4% 21 12.7% 10.1% 3 
3. 文法 30 18.4% 17 10.3% 14.3% 2 
4. 語彙、各種各様な語彙、漢字 4 2.5% 15 9.1% 5.8% 6 
5. 中国語の全部、語学、語感、実用な貿易中国語 11 6.7% 15 9.1% 7.9% 4 
6. 読、書く、文章の読解能力、翻訳 11 6.7% 12 7.3% 7.0% 5 
7. 国際交流能力、実際コミュニケーション能力、 
日本語のように自由自在に使う 
6 3.7% 12 7.3% 5.5% 7 
8. 歴史 1 0.6% 5 3.0% 1.8% 9 
9. 文化 5 3.1% 2 1.2% 2.1% 8 
10.中国語検定試験 2 1.2% 1 0.6% 0.9% 10 
11.人品、礼儀  0.0% 2 1.2% 0.6% 11 
12. 特に無い、無回答 9 5.5% 13 7.9% 6.7%  













日本人大学生の学習上の困難な点 女 性 人
数 
％ 男 子 人
数 
％ 総比率 序列 
1 発音、声調、音節のリズム、イントネー
ション、読み方 
131 80.4% 135 81.8% 81.1% 
1 
2 漢字、単語、暗唱、語彙 17 10.4% 31 18.8% 14.6% 2 
3. 文法、語順 21 12.9% 20 12.1% 12.5% 3 
4. リスニング、聞き取り練習 25 15.3% 16 9.7% 12.5% 3 
5. 会話、実際の会話能力 7 4.3% 9 5.5% 4.9% 4 
6. 読写、文章の読解能力、翻訳 2 1.2% 4 2.4% 1.8% 5 
7. 中国語全部 2 1.2% 3 1.8% 1.5% 6 
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 5 日本人大学生は中国に対して持つ興味 




64 39.3% 31 18.8% 29.0% 1 
2 中国歴史、特に三国史、古代中国の歴史と現代中国
の行動、歴史関係 
29 17.8% 30 18.2% 18.0% 2 
3. 経済発展・動き、今後の経済成長等、中国の企業情
報、経済や産業の情況、企業の進出、物価 






32 19.6% 15 9.1% 14.3% 4 




10 6.1% 8 4.8% 5.5% 6 
7.人口、民族、日本との関係 6 3.7% 5 3.0% 3.4% 9 
8.文学、古典文学、漢詩、漢字 4 2.5%     5 3.0% 2.7% 10 
9. 観光地、特に東北部のあたりの歴史旅順、奉天、新京
のあたり、 旅行、世界遺産 
10 6.1% 5 3.0% 4.6% 7 
10. 建造物、建物、歴史建造物、広大な風景  0.0% 5 3.0% 1.5% 11 
11. 武術、中国将棋、音楽、伝統芸能、映画、テレビ         9 5.5% 3 1.8% 3.7% 8 
12. 微博イントネット（ネット絡）、 パンダー、中国人は
英語の勉強にどれぐらい力を入れているか 
3 1.8%  0.0% 0.9% 12 
13 無回答、特に無い 18 11.0% 32 19.4% 15.2%  
 
      質問５「今後さらに勉強し続けますか」の調査結果は表 6に示す。調査結果から見ると、
全体で 76.8%の日本人大学生は勉強し続けると回答している。まだ決めてない学生は 9.5%
であり、勉強し続けない学生と無回答の学生が 9.7%である  
     
 表６今後さらに勉強し続けるかの調査結果 
今後勉強し続けるか 男性人数 ％ 女性人数 ％ 総比率 
し続ける 116 70.3% 136 83.4% 76.8% 
機会があれば 7 4.2% 6 3.7% 4.0% 
分からない 23 13.9% 8 4.9% 9.5% 
しない 18 10.9% 12 7.4% 9.1% 
無回答 1 0.6% 1 0.6% 0.6% 























































































             表７中国に最も興味があるもの（鄭麗芸 1997：110） 
類別 人数 比例 類別 人数 比例 
歴史 149 27.1% 経済 36 6.5% 
文化習俗 110 20.0% 社会 30 5.5% 
名所古跡 93 16.9% 芸術 26 4.7% 
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